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笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

特　　集

秋を楽しみましょう♪

表紙写真：南山城小学校稲刈り体験（笠置小学校との２小合同学習）



特集

～秋を楽しむイベントをご紹介します～

秋を楽しみましょう♪
　秋になるとよく「〇〇の秋」という言葉を耳にします。どうして秋にだけ、そういっ
た言葉があるのでしょうか。いろいろな秋の中から３つご紹介します。

　１つは「行楽の秋」です。秋は晴天が続き、１年の内で活動するのに最も環境が整っ
た季節です。また山々が色鮮やかに染まるため、創作意欲が湧き、芸術祭や展覧会、お
祭りやイベントが盛んに開かれるのも特徴です。

　２つは「食欲の秋」です。秋は収穫の季節で、多くの食べ物が実り（旬）をむかえます。
夏バテで弱った体を元に戻そうと自然と食欲が増します。それに加え、冬眠に備えて脂
肪を貯めこむ本能は、動物はもちろん、人にもあるといわれています。そのため秋にな
ると食欲が強くなります。

　３つは「スポーツの秋」です。昭和 39 年に開催された東京オリンピック以降、スポー
ツに対する意識が高まり、開会式が行われた 10 月 10 日が「体育の日」（現在は 10 月
の第 2 月曜日）と制定されました。さらに夏から冬にかけては基礎代謝量が高くなり、
運動をすればするほど、痩せやすく健康的な体になる要因の一つだとも言われています。

　過ごしやすい気温や美味しい食べ物など、最適な環境から「〇〇の秋」とさまざまな
表現をされるようになりました。

JR 関西本線沿線ウォーキング
「もみじを通して五感を愉しむハイキング」

　紅葉の秋、笠置山もみじ公園では真っ赤に染められた紅葉が、辺り一面、幻
想的な世界が広がります。また笠置寺境内には、かつて修験行場として栄え、
行場めぐりとして名をとどめる周回コースがあります。笠置山の麓には、木津
川の美しく見事な渓谷も見られ、巨岩・奇石が横たわる渓谷美に圧倒されます。
最後は、わかさぎ温泉笠置いこいの館で癒されてはいかがでしょうか。

日　時　11 月 20 日（日）雨天中止
受　付　JR 笠置駅　午前 9 時 15 分～ 9 時 55 分
出　発　午前 10 時
解　散　わかさぎ温泉　笠置いこいの館　午後 2 時頃（予定）
費　用　500 円
　　　　（内、笠置寺拝観料 300 円・イベント保険 50 円、資料代 150 円）
　　　　※別途　希望者のみ…わかさぎ温泉　笠置いこいの館の入浴料 700 円
　　　　　（100 円引き券配布）
行　程　JR 笠置駅→桜並木道→笠置山登山口→庚申堂→行場めぐり→
　　　　笠置山もみじ公園→わかさぎ温泉　笠置いこいの館　（距離約５㎞）
問合せ　笠置町企画観光課　☎ 0743・95・2301（代表）

笠置町

₂



特　集特　集

日　時　11 月５日（土）午後７時～７時 30 分
場　所　笠置山もみじ公園
内　容　箏

こ と

の演奏を聴きながら、秋の夜長を過ごしませんか。コーヒーの販売をおこないます。
　　　　わかさぎ温泉 笠置いこいの館～笠置山頂の駐車場まで無料送迎バスを運行いたします。
　　　　わかさぎ温泉 笠置いこいの館からの発車時刻は午後５時、午後６時、午後７時、午後８時です。
※笠置もみじ公園のライトアップは 11 月１日（火）～ 30 日（水）までおこなっております。
問合せ　笠置町企画観光課　☎ 0743・95・2301（代表）

日　時　11 月 20 日（日）午前 10 時～午後３時
場　所　笠置山もみじ公園
内　容　テーマは「もみじと音楽のハーモニー」です。「音楽」と「ダンス」による催しがあります。
　　　　360 度もみじに囲まれた空間で一味違うもみじ狩りをお楽しみください。
　　　　特産品等の販売には名物の「きじ釜めし弁当」のほか豚汁やぜんざい等を出展しております。
主　催　笠置町、笠置町商工会
協　賛　一般社団法人 観光笠置
問合せ　笠置町企画観光課　☎ 0743・95・2301（代表）

開催日／開催期間　11 月５日（土）～６日（日）
開催時間　１日目（午前 10 時～午後４時 )　２日目（午前９時～午後４時 )
場　所　和束運動公園（和束町白栖猪ヶ口 25︲5）周辺
　　　　JR 加茂駅西口下車、奈良交通 66 系統和束町小杉行「和束山の家前」下車徒
　　　　歩４分
内　容　「茶畑からお茶の魅力の全てを伝える。」をコンセプトに会場の全ての企画を通
　　　　して「茶源郷・和束が持つほんまもんのお茶の魅力」を伝えていくまつりです。
参加費　無料
問合せ　茶源郷まつり実行委員会（和束町役場　総務課内）☎ 0774・78・3001（代表）　FAX 0774・78・2799

笠置山もみじ公園
ライトアップオープニングイベント

もみじまつり

茶源郷まつり

２０１６むら活き生きまつり
　毎年恒例、11 月 23 日（水・祝）は「むら活き生きまつり」の開催日です。
　南山城村総合グラウンドで、午前 10 時～午後３時まで、村内で生産した
特産品の販売をはじめ、ステージイベント、各種体験コーナーなど南山城村
の秋を一日目いっぱい楽しめるイベント満載です。
　また、産品なべやしいたけなどの地元産物を使った一品を味わってくださ
い。もちろん無料配布のきな粉もち、おいしいお茶のサービスでくつろいで
いただけます。皆様、お誘いあわせのうえ是非お越しください。
　・当日は会場までのバスを運行いたしますのでご利用ください。
　※村内の方については、巡回バスを運行しますので、各戸配布のチラシをご覧ください。

バス時刻表
　月ヶ瀬口駅前発（月ヶ瀬口駅前→まつり会場へ）
　　①午前 9 時　②午前 9 時 25 分　③午前 10 時 15 分　④午前 11 時 15 分
　総合グラウンド発（まつり会場→月ヶ瀬口駅へ）
　　①午後 1 時 50 分　②午後 2 時 50 分　③午後 3 時 20 分

問合せ　南山城村産業生活課　☎ 0743・93・0105（直通）

南山城村

笠置町

笠置町

和束町

南山城村親善 ｢ＰＲ大使｣ のお笑いコンビ・
コロコロチキチキペッパーズ出演決定 !!

新鮮野菜の直売原木しいたけの炭火焼き

₃



まちの話題まちの話題

宝物を探しに

年に 1 度の大掃除

　9 月 22 日（木）、笠置町すまいるセン
ター（旧 笠置保育所）でいどばた市が
開かれました。
　いどばた市は、井戸端会議のように人
が自然と集まり、楽しく過ごせる場所づ
くりを目的に始まりました。町民が作り
出す手工芸品やお家で眠ったままのモノ
を集めて販売し、企画した西舘万理さん
は「宝物を探しながら、そこで出会う人
と素敵な時間を楽しんでほしい。」と話
されていました。今回で第 8 回目となる
いどばた市は遠方から、老若男女問わず
たくさんの方が見えられました。

　10 月 6 日（木）JR 笠置駅で、
西日本旅客鉄道株式会社 OB 会・
京都相楽支部による大掃除がおこ
なわれました。
　谷 喜太郎 支部長を中心に、西
日本旅客鉄道株式会社 OB 会の笠
置町在住職員が、各自で草刈機や
ほうきを持ち寄り、担当箇所に分
かれてテキパキと作業を終えまし
た。当時の様子を懐かしみながら、

「利用者が快適に過ごすことが出来
るように、退職しても想っている。」
と、熱い言葉を交わしていました。

笠置町

笠置町

第 8 回ナンバーワンフェスタ 和束町

　10 月 16 日（日）、関西国際空港駅で「第 8 回ナンバーワンフェス
タ」が開かれました。
　全国から 27 の自治体が参加し、シェア日本一または発祥の地であ
る特産品の展示・販売をおこないました。
　和束町は碾茶の生産量
日本一で出場し、市町村
紹介のコーナーでは、碾
茶に加えて景観などを PR
しました。また、和束町
のブースでは煎茶などの
お茶も振る舞われ、多く
の人に好評をいただきま
した。

達成感が溢れる集合写真 電車が通る時間を計算しな
がら作業を進める様子

いどばた市に集う様子 手作りのアクリルたわし

各市町村のパネル前で写真撮影に応じる茶茶ちゃん ブース前でPRをする茶茶ちゃん
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まちの話題まちの話題

地域との交流盛んに

消防車に救急車

　南山城村と包括提携協定を結んでいる大阪国際大学（守口市）
の学生や、大学がある守口市の小学生の約 30 人が高尾地域で稲
刈りの体験をおこないました。
　高尾地域には、大阪国際大学の研修宿泊施設「薫

くんしょうあん

笑庵」が昨年
開設され、地域の方々との交流が盛んにおこなわれています。
　その中で、６月に田植えをおこない、その収穫が 10 月９日 ( 日 )
におこなわれました。
　高尾地域の方々から、学生や子どもたちが稲刈りの方法につい
て、指導を受け一緒に汗を流し作業をおこないました。その後は、
薫笑庵にて昼食をとり、自然を満喫し守口へ帰りました。
　学生はこの他にも高尾地域で地域の地蔵盆やお祭りにも参加し
ており、大阪国際大学は地域の方々と共に地域の活性化をおこ
なっていくため 1 年を通じて活動の支援をおこなっていただいています。

　南山城保育園では、10 月 14 日（金）、火災想定の避難訓練をおこないました。
　みんなで園庭に避難をし、そのあと保育士による消火器を使った訓練もおこないました。
　訓練後は、相楽中部消防署東部出張所のご協力のもと、園児達が消防車や救急車の中を見学させていただき、設備に
ついても説明していただきました。

南山城村

南山城村

伊根町 ｢うみゃーもんまつり｣ に
参加してきました！

和束町

　10 月 23 日（日）、和束町と同じく ｢日本で最も美
しい村連合｣ に加盟し、友好協定を結んでいる伊根町
で、マグロの即売会や地元の特産品等を一堂に集めた
｢伊根のうみゃーもんまつり｣ が開かれました。
　当日は和束町も参加し、観光ＰＲやお茶の販売を通
して多くの人と交流し、会場も大勢の人で賑わう等、
同イベントを通して両町の交流を深めました。
　また、来月 11 月６日（日）に開催される茶源郷ま
つりの際には、伊根町からお越しいただき、海産物等
を販売していただく予定です。周辺の皆様におかれま
してもぜひ、お越しください。伊根町のふなやん（左）と交流する和束町の茶茶ちゃん（右）

地域の人が学生に手とり、足とり教える
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まちの話題まちの話題

みんな元気に、小学校運動会 !!

伊賀・山城南定住自立圏形成協定合同調印式

雨にも負けない、運動会！

　９月 24 日（土）、笠置小学校・和束小学校・南山城小学校でそれぞれ運動会が開かれました。小雨まじ
りの天気のため、学校によってはプログラムの順序を変更する等の対応はありましたが、なんとか全ての
演技を無事におこなうことができました。子どもたちは、この日のために練習してきた成果を家族や地域
のみなさんに見てもらおうと、演技に競技に一生懸命取り組んでいました。ひたむきな姿は見ている人に
大きな感動を与えました。

　笠置町と南山城村は、平成 28 年 9 月の各町村議会
での議決を経て、10 月 4 日に、三重県伊賀市を中心
とする定住自立圏形成協定の合同調印式を伊賀市役所
でおこないました。
　協定は、圏域全体として、住民が幸せを実感し、住
みたい、住み続けたいと思える魅力ある地域を形成し
ていくことを目指し、地域活性化や定住促進のために
役割分担し、連携していくことを明示しています。
　今後は、協定に基づいて推進する具体的な取組につ
いて「定住自立圏共生ビジョン」にまとめ、連携事業
に取り組んでいきます。

　3 町村各保育園（所）では、10 月 1 日（土）、雨模様の天気を吹き飛ばすくらいの、晴れやかで楽しい運
動会をおこないました。
　全園児でおこなう体操から始まり、かけっこや、親子競技、リレーなど、子どもたちの成長を感じられ
る素晴らしい 1 日となりました。

３町村

笠置町・南山城村

３町村

左から手仲南山城村長、岡本伊賀市長、西村笠置町長

和束保育園笠置保育所 南山城保育園

笠置小学校 和束小学校 南山城小学校

6



行　政行　政

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）　

　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　

　

※
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１
８
８（
い
や
や
！
）」番
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

相
談
日　

月
～
金（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

住　

所　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津

　
　
　
　

総
合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
出
口
か
ら
徒
歩
５
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
（
年
末
年
始
除
く
）
は

　
　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
５
７
・
９
０
０
２
へ
（
電
話
の
み
）

Q
数
日
前
に
大
手
通
信
会
社
と

思
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
電
話
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
接
続
の
契

約
を
勧
誘
さ
れ
た
。
今
ま
で
の
通

信
会
社
に
比
べ
る
と
大
幅
に
安
い

料
金
で
使
え
る
と
聞
き
承
諾
し

た
。
数
日
後
に
届
い
た
申
し
込
み

書
面
に
サ
イ
ン
し
て
翌
日
送
り
返

し
た
が
そ
の
後
書
面
を
よ
く
見
る

と
、
電
話
勧
誘
さ
れ
た
時
に
思
っ

て
い
た
事
業
者
名
と
違
っ
て
い
た

事
に
気
付
き
不
安
に
な
っ
た
。
信

用
で
き
な
い
の
で
解
約
し
た
い
。

　
　
　
　
　
（
60
歳
代　

男
性
）

A
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
や
携

帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
契
約
は
法

律
の
改
正
に
よ
っ
て
契
約
後
一
定

期
間
内
（
契
約
書
を
受
け
取
っ
た

日
、
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
か

ら
８
日
以
内
）
で
あ
れ
ば
事
業
者

の
合
意
が
な
く
て
も
消
費
者
か
ら

一
方
的
に
契
約
を
解
除
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。（
※
携
帯
電

話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
端
末

機
器
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
）
初

期
契
約
解
除
制
度
と
い
い
ま
す
。

事
業
者
は
契
約
書
を
必
ず
交
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
書
面
に

は
初
期
契
約
解
除
制
度
に
つ
い
て

の
説
明
も
分
か
り
や
す
く
表
示
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
に
似
た
制
度
で
す
が
、

通
信
契
約
の
場
合
は
販
売
形
態
に

か
か
わ
ら
ず
適
用
さ
れ
ま
す
。
但

し
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て
い
た

ら
、
解
約
以
前
の
通
信
料
に
つ
い

て
は
負
担
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
今
回
の
相
談
は
契
約
書
が
届

い
て
か
ら
３
日
目
で
サ
ー
ビ
ス
開

始
前
で
も
あ
り
契
約
解
除
の
通
知

書
を
事
業
者
に
送
る
事
で
解
決
し

ま
し
た
。
契
約
の
際
は
書
面
を
受

け
取
っ
て
契
約
内
容
を
必
ず
確
認

す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
接
続
契
約
、取
り
消
し
た
い
！

本
人
通
知
制
度
と
は

　

３
町
村
に
住
民
登
録
や
本
籍
の
あ
る
方
が
事
前
に
登
録
し

て
お
け
ば
、
そ
の
方
の
戸
籍
謄
抄
本
や
住
民
票
の
写
し
な
ど

を
本
人
等
の
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
と
き
、
そ
の
交

付
し
た
事
実
を
登
録
者
本
人
に
通
知
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
正
請
求
の
抑
止

や
、
不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害
防
止
の
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

一
度
登
録
す
れ
ば
永
年
と
な
り
ま
す
が
、
転
出
・
転
居
等

の
住
所
異
動
や
戸
籍
の
届
出
等
に
よ
り
、
登
録
事
項
に
変
更

が
生
じ
た
場
合
又
は
登
録
を
廃
止
し
た
い
場
合
は
、
別
に
本

制
度
の
変
更
・
廃
止
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

尚
、
通
知
が
届
い
た
場
合
、
各
役
場
に
て
開
示
請
求
を
お

こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
但
し
、
個
人
情
報
な
ど
開
示
で

き
な
い
情
報
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
町
村
役
場
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

各
町
村
役
場
問
合
せ
先

　

笠
置
町
税
住
民
課

　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

　

和
束
町
税
住
民
課

　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１（
代
表
）

　

南
山
城
村
保
健
福
祉
課

　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
４（
直
通
）

　

12
月
１
日
（
木
）
午
前
１
時
（
11
月
30
日
深
夜
）
～
12
月

１
日
（
木
）
午
前
５
時
ま
で
の
間

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
設
備
工
事
に
伴
い
、
高
度
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
し
ま
す
。
サ
ー
ビ

ス
を
ご
利
用
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　

笠
置
町
企
画
観
光
課

　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

　

南
山
城
村
総
務
課

　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

京
都
府
の
重
点
施
策
や
、
福
祉
・
環
境
な
ど
暮
ら
し
に
身

近
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
府
職
員
が
直
接
出
向
い
て
説
明
し
、

府
民
の
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！
派
遣
費
用
は
無
料
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

京
都
府
府
民
総
合
案
内
・
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
７
５
・
４
１
４
・
４
２
３
４

　
　

０
７
５
・
４
１
１
・
５
０
０
１

　
　

http://w
w

w
.pref.kyoto.jp/dem

ae/

高
度
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
ら
の
お
知
ら
せ

（
笠
置
町
・
南
山
城
村
）

府
職
員
出
前
語
ら
い
・

専
門
職
員
派
遣

住
民
票
の
写
し
等
の
事
前
登
録

型
本
人
通
知
制
度
の
ご
案
内
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保健・福祉保健・福祉

シ
リ
ー
ズ　

相
楽
医
師
会　

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
20
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
策
」

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
こ

と
が
あ
る
方
は
、
そ
の
症
状
の
辛
さ
を

よ
く
覚
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
る
も
の

で
冬
か
ら
春
先
に
流
行
し
ま
す
。
お
も

に
飛
沫
感
染
（
く
し
ゃ
み
や
咳
な
ど
で

飛
び
散
っ
た
唾
液
や
鼻
水
の
小
さ
な

水
滴
を
吸
い
込
む
こ
と
で
感
染
す
る

こ
と
）
で
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
入
り
、

１
日
～
３
日
間
の
潜
伏
期
間
を
経
て
、

多
く
は
突
然
の
38
度
以
上
の
高
熱
と

と
も
に 

悪
寒
・
頭
痛
・
関
節
痛
・
筋

肉
痛
・
倦
怠
感
等
の
全
身
症
状
や
咳
・

痰
・
呼
吸
困
難
な
ど
の
呼
吸
器
症
状
等

が
現
れ
ま
す
。
子
供
・
妊
婦
・
高
齢
者

の
方
が
か
か
る
と
、
肺
炎
等
の
合
併
症

に
よ
り
重
症
に
な
り
や
す
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

日
頃
の
生
活
で
で
き
る
予
防
方
法

は
、
流
行
す
る
前
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
（
予
防
接
種

す
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
全
く
か

か
ら
な
い
と
い
う
訳
で
は
無
く
、
か

か
っ
て
も
症
状
が
軽
く
、
重
症
化
を
防

ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す
）、
う
が
い
（
水

で
の
う
が
い
で
十
分
効
果
が
あ
り
ま

す
）・
手
洗
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
食

事
と
睡
眠
を
と
り
規
則
正
し
い
生
活

を
心
が
け
る
こ
と
等
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
平

成
26
年
度
ま
で
３
価
（
Ａ
型
２
株+

Ｂ
型
１
株
）
で
し
た
が
、
平
成
27
年
度

よ
り
４
価
（
Ａ
型
２
株+

Ｂ
型
２
株
）

に
な
り
対
応
で
き
る
Ｂ
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
株
が
１
種
類
増
え
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
期
待
で
き
る
の

は
接
種
し
て
か
ら
２
週
後
か
ら
５
ヶ

月
程
度
ま
で
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期
を
考
え

る
と
予
防
接
種
は
11
月
か
ら
12
月
中

旬
に
受
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
生
後

６
ヶ
月
以
上
13
歳
未
満
の
お
子
様
が

２
回
接
種
さ
れ
る
場
合
は
、
２
～
４
週

間
の
間
隔
を
あ
け
て
受
け
る
の
が
望

ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
疑
わ
れ
る
と

き
は
早
め
に
医
療
機
関
で
診
察
を
受

け
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
診
断
を
受
け

た
場
合
は
医
師
の
指
示
に
よ
り
一
定

期
間
の
外
出
を
控
え
、
で
き
る
だ
け
安

静
に
し
、
栄
養
と
十
分
な
睡
眠
を
と
り

ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の

空
気
中
で
の
活
動
や
感
染
を
抑
え
る

た
め
に
、
加
湿
器
な
ど
で
室
内
の
湿
度

を
50
～
60
％
に
保
ち
ま
す
。
治
療
薬
と

し
て
は
、
発
熱
や
関
節
痛
な
ど
に
対
し

て
は
解
熱
鎮
痛
薬
、
鼻
水
や
く
し
ゃ
み

に
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
等
が
用
い
ら
れ

ま
す
。
ま
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す

る
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
も
処
方
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
発
病
後
48
時
間
以

内
に
服
用
し
な
い
と
効
果
が
乏
し
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
児
や
未
成
年

者
に
お
い
て
は
医
薬
品
の
服
用
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
急
に
走
り
出
す
等

の
異
常
行
動
の
発
生
が
認
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
発
症
か

ら
２
日
間
、
保
護
者
等
は
患
者
が
一
人

に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

山
口
医
院　
　
　
　

　
　

山
口　

泰
司

対　

象　

３
町
村
に
お
住
ま
い
の
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方

　

接
種
日
に
65
歳
以
上
の
方

　

接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

　

器
の
機
能
ま
た
は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

　

の
機
能
に
障
害
を
有
し
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
身
体
障
害
の

　

１
級
相
当
の
方

接
種
費
用　

１
５
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
で
す
）

接
種
期
間　

11
月
～
１
月

　

申
込
み
方
法
や
接
種
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
各
町
村
の
担
当

　

課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

　

和
束
町
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
代
表
）

　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４
（
直
通
）

実
施
日　

11
月
29
日
（
火
）

受
付
時
間
・
場
所

　

笠
置
町　
　

午
後
１
時
45
分
～
３
時
45
分

　
　
　
　
　
　

笠
置
町
役
場

　

南
山
城
村　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

　
　
　
　
　
　

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

献
血
で
き
る
方

　

男
性　

17
歳
〜
69
歳
ま
で

　

女
性　

18
歳
〜
69
歳
ま
で

　

男
女
と
も
体
重
50
㎏
以
上
の
方

　

※
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
60
歳
〜
64
歳
ま
で
に
献
血
を

　
　

さ
れ
た
方
に
限
り
ま
す
。

　

※
患
者
や
献
血
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
献
血
を
お
断

　
　

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

持
ち
物　

献
血
カ
ー
ド
、
ま
た
は
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で

　
　
　
　

き
る
も
の

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

　
　
　
　

南
山
城
村
保
健
福
祉
課　

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
４
（
直
通
）

日　

時　

11
月
１
日
（
火
）
12
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
又

　
　
　
　

は
看
護
師

相
談
料　

無
料

予　

約

　

実
施
日
の
前
日
午
後
４
時
ま
で
に
左
記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ

　

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
京
都
市
南
区
東
九

　

条
下
殿
田
町
43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）

　

☎
０
１
２
０
・
０
７
８
・
３
９
４
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
お
こ
な
い
ま
す

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

（
笠
置
町
・
南
山
城
村
）

出
張
が
ん
個
別
相
談
会
の
お
知
ら
せ

⃝相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前 8 時 30 分～

午後 0 時 30 分
診療時間 午前 9 時〜

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
12 月の診療科目は次のとおりです。

（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
12 月 4 日（日） 内科
12 月 11 日（日） 内科
12 月 18 日（日） 内科
12 月 23 日（金・祝） 小児科
12 月 25 日（日） 内科・小児科
12 月 31 日（土） 内科・小児科

※ 11 月分については広報れんけい 10 月号をご
　覧ください。
問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　　　☎ 0774・73・9988（直通）
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　全国のイベントやメディアで大活躍中のマジシャン「魔法使いアキット」が、
やまなみホールにやってくる！ストーリーのある、笑い・驚き・感動がつまった
ショーは、お子様からお年寄りまで皆様にお楽しみいただけます！！不思議なア
キットワールドへ是非お越しください！

平成 29年1月14日（土）　開演/午後２時（30分前開場）

場　所　南山城村文化会館 やまなみホール
入場料　一　般　1,500 円　　　高校生以下　500 円
　　　　親子ペア券　1,700 円 (40 組限定 )
チケット予約・販売／問合せ　相楽東部広域連合教育委員会 南山城村分室
　　　　　　　　　　　☎ 0743・93・0580　　FAX 0743・93・0596

平成 28 年度地域における舞台芸術振興・次世代体験推進事業
　魔法使いアキットの不思議なマジックライブ

　　魔法のじかん in やまなみホール

相楽東部　電気自動車レンタルサービス

第７回 全国ご当地鍋フェスタ
「鍋ー 1 グランプリ」

　EV は電気を使って走る環境に優しい自動車ですが、パワーは
抜群で、坂道や狭い道も安心して走っていただけます。
秋の観光を、EV レンタカーで快適にお楽しみください。

期　間　10 月１日（土）～ 11 月 30 日（水）
貸　出　午前９時～午後５時
料　金　１時間／ 1,000 円（4 時間以降は 900 円）

レンタルステーション
　・笠置町産業振興会館　　・和束茶カフェ　　・南山城村役場
　　※ EV レンタカーのご予約はインターネットからのみとなります。

問合せ　☎ 070・5340・9196（専用直通電話）
主　催　京都府山城広域振興局　お茶の京都レンタカー事務局
申込み　http://ocha-kyoto.com

　今年もご当地鍋フェスタをおこないます。
笠置名物のきじ鍋をはじめ、全国から集めたご当地鍋やご当地グルメを販売します。
笠置町おもてなしブース（町内出店）による特産品の販売のほか、ご当地キャラ等のステージイベント、
子どもが楽しめるキッズイベントもおこないます。

日　時　12月４日（日）午前９時 30 分～午後 3 時 30 分

場　所　わかさぎ温泉　笠置いこいの館前広場
内　容　ご当地鍋 20 店舗、ご当地グルメ 15 店舗、町内出店 10 店舗、ステージイベント、キッズイベント、
　　　　啓発・観光ブース　※店舗数は予定です。
問合せ　全国ご当地鍋フェスタ実行委員会事務局　笠置町企画観光課内
　　　　☎ 0743・95・2301（代表）

観光・イべント観光・イべント

★

★
★
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地域の魅力を深く体験できる「お茶所バス」
が走ります～やましろ観光大使のラッピングバス「ゆいはん号」も登場！～

平成 28 年度優秀映画鑑賞推進事業

やまなみ映画上映会　「昭和キネマ–巨匠・黒澤 明 -」

　「お茶の京都」交流拠点等を巡る「お茶所バス」を昨年度に引き続き下記のとおり運行します。アクセスが容易でな
いところにもバスが巡回し、また当日は地域のガイドによる案内でより深く体験いただけますので、ぜひこの機会にご
利用ください。

　日本が世界に誇る映画監督・黒澤明の代表作 4 作品が、やまなみホールにやってくる！映画史に名を残す黒澤明
監督の至極の作品を、是非！この機会にスクリーンでご鑑賞ください。

12月10日（土）　酔いどれ天使　午前10時30分～午後0時10分　　12月11日（日）　羅生門　　　午前10時30分～正午
　　　　　　　　用心棒　　　　午後 1 時30分～ 3 時20分　　　　　　　　　　　天国と地獄　午後 1 時30分～ 3 時55分

料　金　1 作品目 ： お 1 人様 500 円（高校生以下無料）
　　　　※ 2 作品目以降のご鑑賞／チケットの半券提示で 1 作品につき
　　　　　　お 1 人様 100 円

　やまなみホールではロビーやホール内でのご飲食はお断りしております。
　昭和キネマ当日は休憩・飲食スペースとして研修室を開放いたしますので、
　そちらをご利用ください。

チケット販売／問合せ　〒619-1411 京都府相楽郡南山城村大字北大河原小字久保 8 番地　やまなみホール
　　　　　　　　　　　☎ 0743・93・0560　　FAX　0743・93・0596

料金及び販売数
　各運行日につき一日乗車券を 60 人分販売（事前申込・
　当日申込あわせて）
　事前申込：大人 1,500 円・小人 1,000 円（当日申込：
　大人 2,000 円・小人 1,500 円）
　※なるべく事前にお申込みください。
　※料金はバスの乗車運賃のみです。ガイドツアーへの参加・
　　食事・買い物・施設への入館料等は各自の負担になります
　　のでご注意ください。

申込方法・申込先
　日本遺産を巡るお茶所バス
　HPアドレス（http://web.apollon.nta.co.jp/ochadokorobus/）
　取扱：株式会社日本旅行　京都四条支店
　　　　（☎ 075・223・2311）
　※申込方法とともに、詳しい運行スケジュールやバス停車場
　　所、停車場所からのイベントやガイドツアー等の情報も掲
　　載予定。

　特　長
　　◦コースを巡回するバスを各自のスケジュールに合わせて
　　　何度でも乗り降りできます。
　　◦バスの停車場所では、地域のお祭りやイベント、「やまし
　　　ろ 100 ちーたび」による体験ツアー、お茶や山城産新鮮
　　　野菜の買い物や食事など、各地域の魅力が楽しめます。
　　◦乗車された方には、もれなくやましろ観光大使の特製ス
　　　テッカーをプレゼントします。
　　◦★マークのあるガイドツアーでは、各地域のガイドから
　　　詳しい案内をおこない、地域について深くしっていただ
　　　けます。

問合せ
　〒 611-0021　京都府宇治市宇治若森７の６
　京都府山城広域振興局 商工労働観光室内
　お茶の京都 観光協議会事務局
　☎ 0774･21･2103　　FAX　0774･22･8865
　メール　yamashin-no-shoko@pref.kyoto.lg.jp

観光・イべント観光・イべント

（1）11 月３日（木・祝）府無形民俗文化財と温泉に浸るコース
停車場所 みどころ

（主なイベント・ガイドによる案内や体験等）
運行スケ
ジュール

１ JR 木津駅 乗車駅 午前 10 時～
午後４時
概 ね 1 時 間
30 分おきに
運行

２ やまなみホール
駐車場 田山花踊り無料送迎バスに連絡

３ 笠置温泉 温泉・食事処紹介
４ JR 木津駅 降車駅

（3）11 月 27 日（日）紅葉の庭園と浜茶の郷でお茶を楽しむコース
停車場所 みどころ

（主なイベント・ガイドによる案内や体験等）
運行スケ
ジュール

１ 京阪八幡市駅 乗車駅

午前 10 時～
午後 3 時
概 ね 1 時 間
おきに運行

２ 正法寺前
（走上りバス停） 正法寺・善法律寺の特別公開見学

３ 松花堂庭園・美術館 茶会・ショップでの買い物

４ 四季彩館 流れ橋と茶園・直売所での買い物・食事・
茶香服

5 まちの駅
クロスピアくみやま クロスピア市・直売所での買い物

6 京阪八幡市駅 降車駅

（4）12 月３日（土）煎茶の生誕地とイルミネーションコース

停車場所 みどころ
（主なイベント・★ガイドによる案内や体験等）

運行スケ
ジュール

１ 京阪宇治駅 乗車駅

午後 2 時～
6 時
概 ね 1 時 間
おきに運行

２ JR 宇治駅 乗車駅

３ 湯屋谷会館
★日本緑茶発祥の地でおもてなし＆散策ツ
アー・お茶処紹介

４ JA 京都やましろ
「宇治茶の郷」

買い物・★与謝蕪村ゆかりの地と山口城跡散
策ツアー・お茶ふるまい・食事処紹介

5 光のページェント
Twinkle joyo2016

★イルミネーション工作教室＆会場ガイドツ
アー

6 JR 宇治駅 降車駅
7 京阪宇治駅 降車駅

（2）11 月 13 日（日）茶畑巡りと「木津川アート」コース
停車場所 みどころ

（主なイベント・★ガイドによる案内や体験等）
運行スケ
ジュール

１ 近鉄新祝園駅 乗車駅
午前 10 時～
午後 3 時
概 ね 1 時 間
おきに運行

２ 木津川市山城支所
（上狛茶問屋街） 木津川アート・★路地裏ツアー

３ 和束茶カフェ 買い物・★茶畑及び碾茶工場見学ツアー
４ 近鉄新祝園駅 降車駅

『
用
心
棒
』
よ
り

�



安心・安全安心・安全

　

10
月
２
日
（
日
）、
南
山
城
村
小
学
校
周
辺
で
南
山
城

村
消
防
団
が
放
水
訓
練
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

団
員
間
で
水
利
を
確
保
し
、
ポ
ン
プ
を
中
継
し
、
実

際
の
林
野
火
災
を
想
定
し
た
な
か
で
消
防
団
の
み
で
消

火
す
る
と
い
う
訓
練
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
火
事
や
災
害
に
備
え
て
団
員
間
の
連

携
、
協
力
と
共
に
日
頃
の
活
動
の
成
果
が
活
か
さ
れ
た

訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
29
日
（
木
）、
午
後
２
時
よ
り
精
華
町
立
体
育
館

む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
に
て
木
津
警
察
署
・
相
楽
交
通
安

全
協
会
・
相
楽
地
方
５
市
町
村
主
催
に
よ
る
「
平
成
28

年
相
楽
高
齢
者
交
通
安
全
大
会
」
が
開
か
れ
、
相
楽
地

方
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
員
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係

者
の
み
な
さ
ん
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
会
は
交
通
安
全
宣
言
、
交
通
安
全
に
ま
つ
わ
る
漫

談
、
交
通
安
全

教
室
の
他
、
最

後
の
京
都
府
警

察
音
楽
隊
に
よ

る
演
奏
で
は
ア

ン
コ
ー
ル
が
起

こ
り
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

来
年
も
南
山

城
村
で
の
開
催

を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
尊
い
命
を
守
る
と
と
も
に
財

産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１　

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

２　

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位

置
で
使
用
す
る
。

３　

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必

ず
火
を
消
す
。

４　

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
す
る
。

５　

寝
具
・
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

６　

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

７　

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
１
３
８
１

　
　
　
　

http
://w

w
w

.sourakuchub
u119-

　
　
　
　
　

kyoto.jp

林
野
火
災
を
想
定
し
て

放
水

平
成
28
年
相
楽
高
齢
者

交
通
安
全
大
会

11
月
９
日（
水
）
〜
11
月

15
日（
火
）は「
秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動
」で
す

団長の訓示

警察音楽隊による演奏

放水のようす

�



おしらせおしらせ
女
性
学
講
座
管
外
研
修

『
遊
歩
・
近
江
八
幡
／
歴
史
を
語

る
古
き
商
屋
の
た
た
ず
ま
い
』

実
施
日　

11
月
25
日
（
金
）

時　

間　

午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分

行
き
先　

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
方
面

集
合
場
所　

南
山
城
村
文
化
会
館

　
　
　
　

笠
置
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

内　

容　

・
八
幡
堀
め
ぐ
り　

和
舟
乗
船

　
　
　
　

・
瓦
粘
土
づ
く
り
体
験

　
　
　
　

・
ラ
・
コ
リ
ー
ナ
近
江
八
幡（
た
ね
や
）見
学

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

４
３
０
０
円

定　

員　

先
着
15
人

申
込
受
付　

11
月
10
日
（
木
）
～
16
日
（
水
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム

　
　
　
　

ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

　
　
　
　

さ
い
。

『
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
教
室
』

実
施
日　

12
月
10
日
（
土
）

時　

間　

午
前
10
時
～
正
午

場　

所　

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

講　

師　

南
山
城
村
あ
ゆ
み
会

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

３
０
０
円

定　

員　

先
着
12
人

申
込
受
付　

11
月
14
日
（
月
）
～
25
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

持
ち
物
等
、
詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム

　
　
　
　

ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

　
　
　
　

さ
い
。

『
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

実
施
日　

11
月
７
日
（
月
）・
21
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ト
先
生

●
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

11
月
２
日（
水
）・
16
日（
水
）・
30
日（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

ケ
ン
ダ
ル
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

『
和
束
親
と
子
ど
も
の
茶
道
教
室 
第
３
回
』

　

茶
道
の
基
本
、
略
盆
手
前
を
体
験
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

親
子
で
な
く
て
も
参
加
可
能
で
す
。
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
！

日　

時　

11
月
26
日（
土
）午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対　

象　

親
子
10
組
、
外
国
人
対
応
も
可

費　

用　

１
人
５
０
０
円

申
込
・
問
合
せ　

池
田
み
ゑ
子

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
２
１
５
０

申
込
締
切　

11
月
23
日
（
水
）

主　

催　

お
茶
の
郷
和
束 

茶
道
教
室

講
　
座

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』

実
施
日　

11
月
12
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

11
月
10
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

講　

師　

鷹
野
明
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

第
９
回
か
い
ご
教
室

　

①
「
介
護
用
の
紙
お
む
つ
の
選
び
方
や
当
て

　
　
　

方
・
漏
れ
対
処
法
に
つ
い
て
」

　
　

大
人
用
紙
お
む
つ
マ
ー
ヤ

　
　

東
陽
特
紙
株
式
会
社

　
　

営
業
部　

鍋
島
康
祐
さ
ん

　
　

紙
お
む
つ
業
者
な
ら
で
は
の
お
話
で
す

　

②
「
看
取
り
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
つ
い
て
」

　
　

講
師　

柳
沢
活
道
ケ
丘
診
療
所

　
　

柳
澤
衛
先
生

　

③
寸
劇
「
軽
度
の
認
知
症
」
こ
ん
な
時
ど
う

　
　

す
れ
ば
い
い
の
？
？

　
　

役
者
が
勢
ぞ
ろ
い
?!

　

④
認
知
症
の
予
防
体
操

日　

時　

11
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午
ま
で

場　

所　

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

申
込
締
切　

11
月
18
日(

金)

ま
で

問
合
せ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

わ
ら
く

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
０
１
６
５

　
　
　
　

和
束
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
３
１
２

※
送
迎
で
き
ま
す
!!
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方
は

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

『
文
化
財
連
続
講
座
』

　

文
化
財
に
関
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
で
身
近
な
話

題
を
提
供
し
、
文
化
財
へ
の
理
解
を
深
め
親
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
連
続
講
座
で
す
。
今
年

度
第
６
回
目
で
す
。

日　

時　

11
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

演　

題　
「
乙
訓
か
久
津
川
か
ー
山
背
王
権
の

　
　
　
　

在
処
を
探
る
ー
」

講　

師　

当
館
資
料
課　

奥
村　

淸
一
郎 

副
主
査

聴
講
料　

無
料

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

施
設
の
ご
案
内

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
２
５
０
円
・
小
中
学
生
70
円

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　

※
休
館
日　

月
曜
日

問
合
せ　

京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館　

総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
86
・
５
１
９
９

　
　
　
　

０
７
７
４
・
86
・
５
５
８
９

消
防
フ
ェ
ア

日　

時　

11
月
５
日
（
土
）　

午
前
10
時
～
正
午

場　

所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の
原

　
　
　
　
「
２
階
平
安
コ
ー
ト
」

　
　
　
　
「
平
面
駐
車
場
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
前
」

内　

容　

梯
子
車
及
び
救
助
工
作
車
展
示
・
救

命
体
操
・
心
肺
蘇
生
法
の
体
験
・
油

火
災
実
験
・
起
震
車
体
験
他

主　

催　

奈
良
市
北
消
防
署

　
　
　
　

☎
０
７
４
２
・
71
・
９
１
１
９

　
　
　
　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
２
１
１
９

催
　
し

お
し
ら
せ

�



おしらせおしらせ
チ
ャ
レ
ン
ジ
漁
業
体
験　
パ
ー
ト
２

目　

的　

定
置
網
体
験
を
通
し
て
、
海
や
漁
業

　
　
　
　

に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
自
然
の

　
　
　
　

醍
醐
味
を
味
わ
う
こ
と
。

期　

日　

11
月
19
日（
土
）～
20
日（
日
）・
１
泊
２
日

会　

場

　

宿
泊
：
京
都
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
マ
リ
ー
ン
ピ
ア
）

　

漁
業
体
験
：
京
都
府
宮
津
市
大
島
海
上

　
　
　
　
　
　
（
沖
合
20
分
）

主　

催　

京
都
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
マ
リ
ー
ン
ピ
ア
）

対　

象　

２
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
（
18
歳
以
下
保
護
者
同
伴
）

定　

員　

15
人

　
　
　
　
（
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
費
用

　

小
学
生
６
１
０
０
円
・
中
学
生
６
３
０
０
円
・

　

高
校
生
７
６
０
０
円
・
一
般
８
７
０
０
円

活
動
内
容　

宮
津
市
大
島
海
上
で
定
置
網（
朝
網
）

　
　
　
　

体
験
「
と
れ
と
れ
魚
の
朝
食
付
き
」

　

※
気
象
条
件
が
悪
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

　
（
中
止
が
決
定
次
第
参
加
者
へ
連
絡
し
ま
す
。）

申
込･

受
付

　

京
都
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

　

申
込
み
。
後
日
、
セ
ン
タ
ー
よ
り
参
加
申
込

　

書
を
送
付
し
ま
す
。

　

〒
６
２
６⊖

０
０
６
８

　

京
都
府
宮
津
市
字
田
井
３
８
２

　

京
都
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
（
マ
リ
ー
ン
ピ
ア
）

　

☎
０
７
７
２
・
22
・
０
５
０
１

受
付
期
間　

10
月
25
日
（
火
）
～
11
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

　
　
　
　

た
だ
し
11
月
７
日
（
月
）
は
休
館
日

難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
の
た
め
の

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
教
室

　

京
都
府
聴
言
セ
ン
タ
ー
ｓ
ｕ
ｎ 

ｓ
ｕ
ｎ 

ｃ
ａ
ｆ
ｅ 

弁
当
で
昼
食
交
流
と
、
文
化
パ
ル
ク
城
陽
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
見
学

日　

程　

11
月
18
日
（
金
）

場　

所　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
・

　
　
　
　

文
化
パ
ル
ク
城
陽

参
加
費　

１
５
０
０
円

対　

象　

京
都
府
南
部
地
域
在
住
の
方
で
聴
こ

え
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
方
と
そ

の
ご
家
族
、
聴
覚
障
害
者
福
祉
関
係

者
、
ま
た
は
関
心
の
あ
る
方

申
込
締
切　

11
月
４
日
（
金
）

申
込
み
方
法

　

フ
ァ
ク
ス
・
電
話
・
は
が
き
に
て
左
記
ま
で

　

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

〒
６
１
０⊖

０
１
２
１

　

城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64

　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
中
島
・
堀
田

　

☎
０
７
７
４
・
30
・
９
０
０
０

　

０
７
７
４
・
55
・
７
７
０
８

そ
の
他

　

バ
ス
に
乗
り
合
わ
せ
て
行
き
ま
す
。
申
込
み

　

の
際
に
希
望
の
乗
車
場
所
を
お
し
ら
せ
く
だ

　

さ
い
。

　

乗
車
場
所

　
　

Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
・Ｊ
Ｒ
木
津
駅
・
近
鉄
新
田
辺
駅
・

　
　

八
幡
市
役
所
・
久
御
山
町
役
場
・
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅

森
の
お
は
な
し
会　

第
３
回　

秋

色
の
森
に
包
ま
れ
て

　

和
束
に
は
豊
か
な
自
然
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

素
晴
ら
し
さ
を
、
五
感
で
感
じ
、
子
ど
も
た
ち
が
、

も
っ
と
和
束
の
森
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
。

そ
ん
な
願
い
を
こ
め
て
、
森
の
お
は
な
し
会
を

開
き
ま
す
。
３
回
目
と
な
る
今
回
は
、
い
よ
い

よ
森
の
中
へ
！

　

秋
色
に
染
ま
る
山
を
の
ん
び
り
と
散
策
し
ま

す
。
ど
ん
な
出
会
い
が
待
っ
て
い
る
か
な
？　

お
堂
の
中
で
の
読
み
聞
か
せ
や
、
葉
っ
ぱ
に
字

を
書
く
体
験
も
お
楽
し
み
に
。

日　

時　

11
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～

　
　
　
　

約
１
時
間
（
雨
天
決
行
）

　
　
　
　

※
雨
天
時
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を

　
　
　
　
　

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場　

所　

霊
性
寺
と
そ
の
周
辺
（
和
束
町
石
寺
）

集　

合　

午
前
10
時
15
分　

　
　
　
　

和
束
茶
カ
フ
ェ
前
駐
車
場

　
　
　
　

※
乗
り
合
わ
せ
で
行
き
ま
す
。
直
接

　
　
　
　
　

霊
性
寺
に
行
き
た
い
方
は
ご
連
絡

　
　
　
　
　

く
だ
さ
い
。

服　

装　

汚
れ
て
も
よ
い
服
・
は
き
な
れ
た
靴

持
ち
物　

帽
子
・
お
茶
・
タ
オ
ル

参
加
費　

無
料
（
当
日
は
京
都
府
社
会
福
祉
協

　
　
　
　

議
会
の
行
事
保
険
に
加
入
し
ま
す
）

対　

象　

親
子
連
れ
、
ほ
か
ど
な
た
で
も 

申
込
・
問
合
せ　

　
　

☎
０
９
０
・
１
９
０
６
・
３
１
０
６
（
中
村
）

　
　

m
o

rin
o

0
8

7
4

.w
a

zu
ka

@
g

m
a

il.

　
　
　

com

ま
で
、
お
名
前
、
人
数
、
お
子
様

　
　
　

の
年
齢
を
お
し
ら
せ
く
だ
さ
い
。

主　

催　

森
の
お
は
な
し
会

人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

11
月
15
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

笠
置
町
役
場
２
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

11
月
21
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
代
表
）

人
権
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

11
月
25
日
（
金
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

行
政
・
人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

11
月
21
日
（
月
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

11
月
21
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

場　

所　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

11
月

実
施
日

25
日
（
金
）

８
日
（
火
）

有
市
住
宅
集
会
所

飛
鳥
路
集
会
所
場　

所

11
月

実
施
日

25
日
（
金
）

18
日
（
金
）

16
日
（
水
）

高
尾
公
民
館

童
仙
房
公
民
館

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

場　

所

相
　
談

�



おしらせおしらせ
き
こ
え
の
相
談
会

　
「
最
近
、
電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き
取
り
に
く

い
」「
騒
が
し
い
場
所
で
の
会
話
が
聞
き
取
り

に
く
く
な
っ
た
。」「
補
聴
器
を
使
っ
て
み
た
い

が
・
・
」
な
ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま

せ
ん
か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠
く

な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

　

自
分
の
聴
力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、

聴
力
測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　

時

11
月
９
日
（
水
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
・
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時
間

　
　
　
　

程
度
）

対　

象　

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で

　
　
　
　

聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ

　
　
　
　

る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
11
月
７
日

　
　
　
　
（
月
）ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

　
　
　
　

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

　
　
　
　

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く
だ

　
　
　
　

さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変

　
　
　
　

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

　
　
　
　

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９ｰ

０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　
　

０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

　

地
域
で
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る 

し
ょ
う
が
い
者

の
方
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

就
職
に
つ
い
て
の
相
談
と
情
報
の
提
供
を
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
同
行
・
登

録
手
続
き
の
支
援
・
就
職
先
の
相
談
・
就
職
活

動
の
支
援
・
就
職
後
の
定
着
の
支
援
・
就
労
系

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
紹
介
な
ど
、
ど
の
よ

う
な
ご
相
談
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

相
談
会
は
、
毎
月
２
回
開
い
て
い
ま
す
。（
毎

月
第
２
・
第
４
火
曜
日
）

　

詳
し
く
は
、
左
記
連
絡
先
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

日　

時

11
月
８
日
（
火
）・
22
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
駅
前
１ｰ

10

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

費　

用　

無
料

問
合
せ　

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
１
ま
た
は

　
　
　
　

０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

　
　
　
　

０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
５

※
相
談
会
以
外
の
日
で
も
、
ご
相
談
を
お
受
け

　

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

調
停
相
談
事
業
実
施
の
お
し
ら
せ

　

木
津
調
停
会
で
は
、
左
記
の
と
お
り
調
停
相

談
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

民
事
調
停
委
員
が
、
金
銭
・
土
地
家
屋
・
交

通
事
故
・
そ
の
他
の
紛
争
に
つ
い
て
、
調
停
制

度
を
利
用
す
る
手
続
き
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
、
厳
守
し
ま
す
。

日　

時　

11
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
宮
ノ
堀
１
４
９

　
　
　
　

木
津
川
市
東
部
交
流
会
館
１
階
多
目

　
　
　
　

的
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
か
ら
東
へ

　
　
　
　

徒
歩
５
分
）

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
71
・
８
１
３
０

費　

用　

無
料

予　

約　

不
要

問
合
せ　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
南
垣
外
１
１
０

　
　
　
　

木
津
簡
易
裁
判
所
内　

木
津
調
停
協
会

　
　
　
　

☎ 

０
７
７
４
・
72
・
０
１
５
５

多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
６

無
料
相
談
会
の
お
し
ら
せ

日　

時　

11
月
17
日
（
木
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

財
務
省
近
畿
財
務
局 

京
都
財
務
事
務
所

　
　
　
　

京
都
市
左
京
区
丸
太
町
川
端
東
入
ル

　
　
　
　

東
丸
太
町
34⊖

12 

京
都
第
二
地
方
合

　
　
　
　

同
庁
舎
２
階

内　

容

　
　

財
務
省
近
畿
財
務
局
京
都
財
務
事
務
所
で

　

は
今
回
、
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
借

　

金
問
題
に
お
悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ

　

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

主　

催　

財
務
省
近
畿
財
務
局 

京
都
財
務
事
務
所

問
合
せ　

京
都
財
務
事
務
所
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
７
５
２
・
１
４
１
７

︽
常
設
の
多
重
債
務
相
談
窓
口
も
あ
り
ま
す
︾

　

財
務
省
近
畿
財
務
局

　

相
談
時
間

　
　

月
曜
日
～
金
曜
日（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　

☎
０
６
・
６
９
４
９
・
６
５
２
３
ま
た
は

　
　

☎
０
６
・
６
９
４
９
・
６
８
７
５

毒
物
劇
物
危
害
防
止
運
動

　

毒
物
劇
物
は
農
薬
・
燃
料
等
、
私
た
ち
の
身

近
な
場
所
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
吸
引
や

接
触
に
よ
っ
て
中
毒
に
な
る
な
ど
人
体
へ
の
影

響
が
強
い
こ
と
か
ら
取
扱
に
は
十
分
な
注
意
が

必
要
で
あ
り
、
取
扱
を
ひ
と
つ
間
違
え
る
と
重

大
な
被
害
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
毒
物
劇
物
を
取
り
扱
う
際
に
は
、

次
の
こ
と
を
守
っ
て
正
し
い
使
用
・
保
管
管
理
・

廃
棄
を
お
こ
な
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

◦
正
し
い
使
用
方
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

◦
盗
難
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
鍵
の
か
か
る
専

　
　

用
の
保
管
庫
に
入
れ
、
毒
物
や
劇
物
以
外

　
　

の
も
の
と
は
一
緒
に
せ
ず
、
保
管
庫
に
つ

　
　

い
て
は
簡
単
に
壊
さ
れ
な
い
よ
う
、
し
っ

　
　

か
り
と
し
た
材
質
（
鉄
製
な
ど
）
の
も
の

　
　

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

◦
容
器
・
保
管
場
所
に
は｢

医
薬
用
外
毒
物｣

　
　

｢

医
薬
用
外
劇
物｣

と
正
し
く
表
示
し
ま
し
ょ

　
　

う
。（
容
器
に
つ
い
て
は
毒
物
の
場
合
、
下

　
　

地
が
赤
色
の
も
の
に
白
色
の
文
字
で｢

医

　
　

薬
用
外
毒
物｣

と
、
劇
物
の
場
合
下
地
が

　
　

白
色
の
も
の
に
赤
色
の
文
字
で｢

医
薬
用

　
　

外
劇
物｣

と
表
示
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り

　
　

ま
せ
ん
。）

　

◦
飲
食
物
の
容
器
に
は
、
絶
対
入
れ
替
え
て

　
　

は
い
け
ま
せ
ん
。
間
違
え
て
飲
ん
で
し
ま

　
　

う
と
大
変
な
こ
な
り
ま
す
。

　

◦
廃
棄
は
決
め
ら
れ
た
方
法
で
お
こ
な
い
ま

　
　

し
ょ
う
。

　

◦
常
に
在
庫
を
確
認
し
、
万
が
一
盗
難
に
あ
っ

　
　

た
り
、
ま
た
は
紛
失
し
た
場
合
は
す
ぐ
に

　
　

警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

　

◦
毒
物
や
劇
物
を
飛
散
・
流
出
等
さ
せ
た
場

　
　

合
で
他
の
住
民
へ
の
危
害
が
生
ず
る
と
考

　
　

え
ら
れ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
保
健
所
・
警

　
　

察
署
ま
た
は
消
防
機
関
に
通
報
し
ま
し
ょ

　
　

う
。

　
　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

労働保険の成立 ( 加入 ) 手続きはお済みですか？　11 月は「労働保険適用促進強化期間」です。
　問合せ　京都労働局 労働保険徴収課　☎ 075・241・3213 または、最寄りの労働基準監督署・公共職業安定所まで
　　　　　京都労働局ホームページ　http://kyoto-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

そ
の
他

�



おしらせおしらせ

１．募集人数
　１名（勤務先：和束町体験交流センター図書室）

２．応募資格
　図書館司書資格を有する人
　パソコンの基本操作（ワード・エクセル等）ができ
　る人
　普通自動車免許を有し、運転できる人

３．試験日時
　12 月９日（金）午後６時～

４．試験会場
　相楽東部広域連合教育委員会　教育長室
　京都府相楽郡和束町大字中小字平田 23 番地の１

５．試験方法
　面接試験

６．採用年月日
　平成 29 年４月１日（土）

７．賃金等
　勤務時間は、午前８時 30 分～午後５時 15 分までとし、
勤務日数は、月曜日と火曜日を除く週５日（実労 38 時
間 45 分）とする。
　賃金、その他勤務条件等は、相楽東部広域連合嘱託
職員取扱規則による。

相楽東部広域連合 嘱託職員（図書館司書）を募集します
８．提出書類

◦採用試験申込書（相楽東部広域連合教育委員会の所
定様式）
　※申込書は教育委員会生涯学習課にあります。
　　また連合ホームページからも取得可能です。
◦図書館司書資格証の写し、または資格取得見込証明
　書の写し

９．提出方法
①郵便（平成 28 年 12 月５日（月）午後５時 15 分必着）
　申込封筒の表に「図書館司書採用申込」と朱書きし、
　前記提出書類を同封の上、　「簡易書留」により郵送
　してください。
②持参　下記申込先へ期間厳守の上、提出書類を持参
　してください。

10．募集期間
　平成28年11月11日（金）～12 月５日（月）（但し土・日祝
日は除く）午前 8 時30分～正午まで／午後 1 時～ 5時15
分まで郵送の場合も期限内必着

11．申込み・問合せ
〒 619 ｰ 1205
京都府相楽郡和束町大字中小字平田 23 番地の１

（和束町体験交流センター内）
相楽東部広域連合教育委員会　生涯学習課
☎ 0774・78・4335　　FAX 0774・78・4338

第 7 回南山城村和太鼓交流会　第 19 回日本太鼓ジュニア
コンクール京都府予選会 兼 京都府日本太鼓ジュニア大会
　京都府を中心に活躍中の和太鼓ジュニアチームが、京都府代
表の座をかけ、やまなみホールに集結 !! 日頃の練習の成果を競
い、仲間達と共に熱い響きを南山城村の大自然に響かせます。
京都府日本太鼓ジュニア大会、和太鼓交流会も同日開催 !! 一般
のチームによる迫力満点の演奏もお楽しみいただけます。

日　時　11 月 6 日（日）　やまなみホール（午後 1 時開演）
入場料　無　料
問合せ　南山城村文化会館　やまなみホール
　　　　☎ 0743・93・0560　FAX 0743・93・0596

【出演チーム】
＜ジュニア予選・ジュニア大会＞
・ジュニア合同　　　　　・さくら＆さくらジュニア
・太鼓塾・育　　　　　　・大和の響き・京
・太鼓塾・煌　　　　　　・和太鼓チーム・感動ジュニア
・HANABI ジュニア

＜交流会＞　　　　　　　＜ゲストタイム＞
・京都和太鼓・龍船　　　・和太鼓チーム・感動
・太鼓塾・煌
・HANABI

英会話教室 Christmas Party
誰でも気軽に参加できます★歌やゲームで楽しみましょう♪

日　時　12月12日（月） 午後７時～８時30分

場　所　笠置町中央公民館大ホール

参　加　費　300 円　　持ち物　筆記用具
申込受付　11 月 21 日（月）～ 12 月 2 日（金）
　　　　　　※土日を除く午前 9 時～午後５時
申　込　み　教育委員会生涯学習課　☎ 0774･78･4335
そ　の　他　参加費等、詳しくは連合ホームページまたは
　　　　　チラシをご覧ください。

　９月 27 日（火）に、第 14 回南山城村老人クラブグラ
ウンドゴルフ大会が南山城村総合グ
ラウンドで、開かれ各チーム同士の
熱戦が繰り広げられました。

ゲートボール大会結果
　優　勝　月ヶ瀬ニュータウン千歳会Ｂチーム
　準優勝　南大河原百寿会チーム
　３　位　高尾老人楽寿会Ｂチーム

第14回南山城村老人クラブ
グラウンドゴルフ大会

11 月 11 日～ 17 日までは「税を考える週間」です。
　「税を考える週間」は、税の仕組みや使い道、必要性について考え、皆様に国税・地方税に対する理解を一層深めていただくことを目的としております。
　期間中には、「税に関する小学生の絵画展」も開催しております。　　会　場　　笠置町産業振興会館　　和束町社会福祉センター　　南山城村文化会館やまなみホール

�



おしらせおしらせ

　小型家電には、金、銀などの貴金属やレアメタルなどの有用な金属が含まれています。それらの有用な金属を回収し、
再資源化を図るため、平成 25 年４月に「小型家電リサイクル法」が施行されました。これに伴い、ごみの減量と資源
の有効活用のため、笠置町・和束町・南山城村では、平成 27 年８月から公共施設に回収ボックスを設置し、小型家電
の回収を始めました。
　使用済み小型家電に含まれる貴重な資源の有効活用を図るため、ご家庭で不
要になった小型家電の回収にご協力ください。
　回収された小型家電は、国の認定を受けた認定事業者が分解・破砕し、金属
の種類やプラスチックごとに選別します。その後、資源として再生されます。

回収方法
　回収品目に該当する小型家電（大きさ縦20㎝×横
35㎝以内のもの）を回収ボックスに入れてください。

回収ボックス設置場所
　笠　置　町　笠置町役場　第２庁舎内
　和　束　町　和束町役場　住民ホール
　　　　　　和束町体験交流センター　玄関ホール
　南山城村　南山城村役場　産業生活課　正面
　※各施設が開いている時間内に出してください。

主な回収品目
　携帯電話・ＰＨＳ・電話機・ファクシミリ・デジタルカメラ・ビデオカメラ・IC レコーダー・テープレコーダー・
　携帯音楽プレイヤー・CD プレイヤー・ヘッドホン・イヤホン・補聴器・電子書籍端末・電子辞書・電卓・電子体温計・
　電子血圧計・ゲーム機・ヘアドライヤー・電気かみそり・ラジオ・懐中電灯・時計・リモコン・AC アダプタ・ケーブル

注意事項
　電池やバッテリーは回収できません。取り外してから出してください。
　個人情報が含まれるものは、あらかじめデータを削除してから出してください。

ご寄附ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 28 年 9 月受付）。
　氏　名：匿名希望　住　所：尼崎市　寄附金：20,000 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

必ずチェック最低賃金！使用者も 労働者も　京都府最低賃金は、平成 28 年 10 月２日から

時間額 831円（24 円引上げ）	 京都労働局　労働基準部　賃金室

小型家電のリサイクルにご協力ください！

①最低賃金制度とは？
　京都府最低賃金 ( 地域別最低賃金 ) は、セーフティネットとして、京都府内のすべての使用者及び労働者に適用さ
れます。
　パートタイマー、アルバイト、臨時、嘱託などの雇用形態の別なく適用されます。
※なお、特定の産業については、京都府最低賃金より高い金額で特定（産業別）最低賃金が定められている場合があ
　りますので、ご確認ください。

②使用者が最低賃金を支払っていない場合にはどうなるの？
　使用者が労働者に最低賃金未満の賃金しか支払っていない場合には、使用
者は労働者に対してその差額を支払わなくてはなりません。
　地域別最低賃金額以上の賃金額を支払わない場合には、罰則（50 万円以下
の罰金）が定められています。（最低賃金法第 40 条）

③最低賃金から除外される賃金はありますか？
　最低賃金には、以下の賃金は算入されません。
　（１）臨時に支払われる賃金（結婚手当など）
　（２）１か月を越える期間毎に支払われる賃金（賞与など）
　（３）時間外 ･ 休日及び深夜手当（深夜割増賃金など）
　（４）精勤・皆勤手当、通勤手当、家族手当

　　　　京都労働局・各労働基準監督署

回
収
ボ
ッ
ク
ス

第７回 全国ご当地鍋フェスタ
　　　 鍋 -1 グランプリ（笠置町）
日　時　12 月 4 日（日）
　　　　午前９時30分～午後３時30 分
場　所　わかさぎ温泉
　　　　笠置いこいの館前広場

茶源郷まつり（和束町）
日　時　11 月 5 日（土）
　　　　午前 10 時～午後４時
　　　　11 月６日（日）
　　　　午前９時～午後４時
場　所　和束運動公園周辺

下記のイベントで回収ボックスを設置
して、小型家電の回収をおこないます。
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★ Pick UP ★
　「ビンボー魂」
　風間トオル 著

　『徹子の部屋』などで語った幼少期
の極貧体験が話題になった風間トオ
ルさん。
　本書では数々の事実が初めて明か
された。「人間、生きていれば何とか
なる。貧乏は辛いけど、不幸じゃない」
という力強いメッセージ。30 枚のイラストともに、
明るく笑って読める物語です。

☆３町村のどなたでも借りられます。
　最寄の図書室でリクエストしてください。

図書室図書室

和束町体験交流センター
図書室より

☆『おはなしのじかん』
　日　時　　11 月 27 日（日）
　　　　　　午前 10 時 30 分～
　場　所　　和束町体験交流センター　ホール

図書室の連絡先
笠置町中央公民館図書室………… ☎ 0743・95・2726
和束町体験交流センター図書室… ☎ 0774・78・4013
南山城村図書室…………………… ☎ 0743・93・0522

ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ

　

９
月
30
日
（
金
）
南
山
城
村
図
書
室
に
お
い
て
、
暮
ら
し
の
デ
ザ
イ

ン
事
業
『
第
２
回
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
紹
介
し
た
い
本
を
手
に
、「
ど
ん
な
人
が
集
ま
り
、
ど
ん

な
本
と
出
会
え
る
の
か
」、
興
味
を
も
っ
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、

二
人
の
司
書
か
ら
、
平
成
27
年
度
の
貸
出
ベ
ス
ト
10
が
発
表
さ
れ
、
各

図
書
室
の
傾
向
な
ど
も
併
せ
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
次
に
、
お
気
に
入

り
の
本
を
紹
介
す
る
中
で
、「
自
分
の
言
葉
で
自
分
の
感
じ
た
ま
ま
に
伝

え
る
」
と
い
う
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
の
醍
醐
味
で
あ
る
、独
特
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
、

自
由
な
解
放
感
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
最
後
に
中
央
に
集
め

た
本
を
全
員
で
シ
ェ
ア
し
、
新
た
な
本
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

※
紹
介
さ
れ
た
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
全
作
品
は
図
書
室
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。）

　

海
の
島

　

ア
ニ
カ 

ト
ー
ル
著　

暖
簾

　

山
﨑　

豊
子
著　

星
と
嵐

　

ガ
ス
ト
ン　

レ
ビ
ュ
フ
ァ
著

　

山
桜
記

　

葉
室　

麟
著　

反
語
法　

米
原　

万
里
著　
明
日
こ
の
世
を
去
る
と
し
て
も
、

　

今
日
の
花
に
水
を
あ
げ
な
さ
い

　

樋
野　

興
夫
著

　

世
界
一
清
潔
な
空
港
の
清
掃
人

　

新
津　

春
子
著　

山
径

　

田
中　

康
弘
著　

コ
ン
ビ
ニ
人
間

　

村
田　

沙
耶
香
著

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　置　町

一般書

納豆のはなし 石塚　修

見えない鎖 鏑木　蓮

ビンボー魂 風間　トオル

児童書

ズートピア ワダ　ヒトミ

お昼の放送の時間です 乗松　葉子

ニレの木広場のモモモ館 高楼　方子

和　束　町

一般書

危険なヴィーナス 東野　圭吾

妻籠め 佐藤　洋二郎

図書館ホスピタル 三萩　せんや

児童書

ママのスマホになりたい のぶみ
なにがあってもずっといっ
しょ くさの　たき

君の名は。 新海　誠

南山城村

一般書

剣と紅 高殿　円

日本人はどこから来たのか？ 海部　陽介

花森安治 灯をともす言葉 花森　安治

児童書

大さわぎ ばけもの芝居と白
いねこ 岩崎　京子

おじいちゃんのおじいちゃん
のおじいちゃん 長谷川　義史

コナン時事ワールド 2016 読 売 KODOMO
新聞編集室

図 書 室
　 だ よ り
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京
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束
町
大
字
中
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字
平
田
23番

地
の
1

TEL：
0774・

78・
0120　

　
FA
X
：
0774・

78・
0121

● 　笠　置　町　●
人　口　1,436 人　（-5）
世帯数　　646世帯（-2）

　〒₆₁₉-₁₃₀₃ 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
TEL：0743・95・2301
FAX：0743・95・2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

● 　和　束　町　●
人　口　4,185 人　（-7）
世帯数　1,727 世帯（-2）

　〒₆₁₉-₁₂₁₂ 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
TEL：0774・78・3001
FAX：0774・78・2799
http://www.town.wazuka.lg.jp/

● 　南山城村　●
人　口　2,885 人　（+1）
世帯数　1,255 世帯（±0）

　〒₆₁₉-₁₄₁₁ 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
TEL：0743・93・0101
FAX：0743・93・3030
http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人口・世帯数（平成28年 10月 1日現在）３町村人口

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

秋
あき

丸
まる

　詢
じゅんいちろう

一朗くん
和束町　石寺　
平成 25年 11月 7日生
お誕生日おめでとう。３
歳も元気いっぱい遊ぼう
ね。

「未来にはばたけ　元気な子！」
写真募集！

対　　象：笠置町・和束町・南山城村在住で、
　　　　　３歳までの幼児。（申請時）
　応募方法については、相楽東部広域連合
のホームページをご覧ください。
　http://www.rengou.jp/
※ご提供いただいた写真および個人情報は「広報
　れんけい」以外の目的には使用いたしません。

　問合せ　相楽東部広域連合総務課
　☎０７７４・７８・０１２０
　e-mail  rengou-soumu@rengou.jp

「未来にはばたけ　元気な子！」

粗大ごみの出し方
環　境環　境

未来にはばたけ　元気な子！

大
おお

久
く

保
ぼ

　結
ゆ

麻
ま

ちゃん
南山城村　田山　
平成 25年 2月 14日生
元気で明るく、お兄ちゃ
んが大好きです

出せるもの（一例）　家具類・ふとん・カーペット・アルミ製品・調理器具
　　　　　　　　　　電化製品（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン・パソコンを除く）

粗大ごみで収集しないもの（一例）　
・法律で定められたもの（家電リサイクル法等） … テレビ・冷蔵庫・エアコン・洗濯機・パソコン
・危険なもの…………………………………………… 消火器・ガスボンベ・廃油・農薬・火薬類
・専門的なもの………………………………………… 自動車部品（タイヤ・バッテリー等）・農機具類
・処理困難物…………………………………………… 畳・ドラム缶・浴槽・ピアノ

出す時の注意
・カーペットや布団などは小さくたたみ、縛って出してください。
・刃物等の危険なものは、紙などに包んで品目を明記して出してください。
・ガラスや鏡などは収集や処理の事故防止の為、段ボール箱等に入れて出してください。
・レジ袋などに小分けにせず、ばらばらにして指定袋に入れてください。

　笠置町・和束町・南山城村から集められた粗大ごみは、クリーンセンターで燃えるごみと
燃えないごみに分別され、燃えるごみは焼却、燃えないごみは埋立処分をおこなっています。
粗大ごみの中にはスプレー缶、空き缶、ペットボトル等の混入が目立っています。
ごみの分別にご協力ください　この状態ではリサイクルに出せません。

粗大ごみ

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課　　☎ 0743･95･2301（代）　　　南山城村産業生活課　　　　☎ 0743･93･0105（直通）
和束町農村振興課　☎ 0774･78･3001（代）　　　相楽東部クリーンセンター　☎ 0774･78･4153（直通）

◦粗大ごみ収集日
　笠　置　町　毎月　第 4 月曜日
　和　束　町　毎月　第 3・4 火曜日
　南山城村　毎月　第 1・2 月曜日


